
VLP取組概要 活動・取り組み内容

ＶＬＰ上において、自学自習用Ｗｅｂ教材
である「デキタス」やプログラミング教材の「みん
なでプログラミング」、「桃太郎電鉄【教育版】」
を使用して学習支援を行う。

ＶＬＰ上において、始業式、終業式を実施し、
節目を意識させることで登校意欲を高めた。

ＶＬＰ支援員によるクイズ大会やしりとり等を
行うことで、継続利用を促した。

ログイン情報や学習記録を基に、在籍する学
校と定期的に面談を行い、校長の判断で出
席扱いと認めた。
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●荒川区

VLP活用のねらい
(1) 学校(登校サポートルーム)、教育支援ルーム、フリースクール等への

参加が断続的になっている児童・生徒に対して、仮想空間を活用
した居場所と学習の機会を確保する。

(2) 多様な学びの一環として、ＶＬＰ上での学習支援を通して、自
律した学習者を育成し、生涯にわたって学ぼうとする力を高め、不
登校児童・生徒の社会的自立を目指す。

対象生徒・児童
 区立小・中学校に在籍の児童・生徒で、不登校傾向にありＶＬ

Ｐに利用を希望している者

運営時間
 午前９時から午前１１時まで
 午後１時から午後３時まで

活用方法
 自宅等にいながら、タブレットＰＣを使って、３Ｄの仮想空間であ

るＶＬＰにログインし、自分のアバター（ネット上の自分の分身）
を操作し、コミュニケーションを図ったり、学習に参加したりするなどし
て支援を行う。

【前期・後期を通して】

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●荒川区

児童・
生徒

• 自宅等に居ながら、仮想空間に参加するこ
とでコミュニケーションを図ったり、自主学習を
することができた。

• 支援員さんとのコミュニケーションが楽しみに
なった。おかげで、生活リズムが安定した。

• ＶＬＰに参加するという具体的な目的が出
来た。

• ＶＬＰ上で仲間が出来たことで毎日が楽し
くなった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 学校や周知したり、ＳＳＷに周知することで利用者を増やすこ
とが出来た。

 保護者用デジタル連絡ツールによる周知をすることで利用者を
増やすことが出来た。

 学校に登校できない状況でも、コミュニケーションや学習をするこ
とができる。

 定期的な利用により、生活の目標となり、生活リズムが安定し
た。

 不登校状態にある児童・生徒の積極的な利用をさらに促し、
不登校状態にある児童・生徒へのアカウント配布率を３０％を
目指す。

 学校用アカウントを配布し、教育センター等が支援していた内容
等を学校でも行える機会を付与したい。

 学校によりＶＬＰ管理等を行うことで支援の先に登校につなが
ることを意識しやすいようにする。

利用者の声

• 自宅に居ながらも、友人や支援員とコミュニ
ケーションをとることが出来たため、本人のや
る気があがった気がする。

• 具体的な目標を示しやすくなった。学習のポ
イントは効果的であった。

• 区が出席扱いを促してくれて大変励みになっ
た。
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